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令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月４日（水）９時３０分～ 

     質問順１番    阿部 恒久 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．私の過去の一般質

問のその後の対応に

ついて 

① 令和５年９月定例会で、公共施設の維持管理につ

いて質問した。その中で、勤労青少年ホームの耐

震診断は未実施であることを確認した。 

（１）教育課長は、雨漏りの防水工事後に耐震診断

を検討すると回答されたが、その後の方針は

決まったのか。 

（２）仮に耐震工事が必要となれば多額の費用がか

かると思われる。そうなれば、今後の維持管

理費を考えると、耐震工事よりも、新築ある

いは改築の議論も出てくるのではないか。耐

震工事か、新築あるいは改築かの判断基準は

どういうものか。 

（３）公共施設の建て替え周期の基本方針はどうな

っているのか。 

② 令和６年６月定例会で、久山地下歩道にある掲示

板の有効活用について質問した。教育長は、その

管理を久原小学校にお願いしていると回答されて

いたが、令和７年５月７日時点で、掲示板の表示

の修正も行われないまま、令和５年の作品が展示

されていた。 

（１）このことから、久原小学校に管理を任せるの

は無理なのではないか。 

（２）また、町長は、地下歩道に小学校の絵を飾る

ことが目的ではなく、地下歩道の安全性を確

保するために、人が通るようにするためには

どうすればいいか、教育委員会・都市整備課

を含めて検討したいと回答されたが、その後

の検討はどうなったのか。 

③ 令和６年６月に全町を対象とした初の防災訓練が

実施されたが、その後の令和６年９月定例会で、

防災訓練について質問した。 

（１）今年度の防災訓練についての実施の是非およ

び実施する場合の内容、また今後の防災訓練

の計画についてはどのように考えているの

か。 

（２）防災対策として、断水した場合の井戸の有効

性を提案したところ、今年になって町内の既

存井戸の現況調査を実施しているようだが、

調査の進捗状況はどうか。 

（３）「災害時協力井戸」の制度導入の可能性につ

いて、どのように考えているのか。 

（４）防災に関連して、下久原公民館は指定避難場

所にはなっていないが、久原川の護岸工事や

町  長 

教育課長 

都市整備課長 

総務課長 



令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月４日（水）９時３０分～ 

     質問順１番    阿部 恒久 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

それに伴う川床の改修が行われており水害の

危険性も減っていると思われるが、指定避難

場所への登録の可能性はないのか。 

（５）下久原公民館は老朽化が進んでおり、下久原

区では建て替えの議論が出ている。今年度予

算で下久原集会所新築工事基本設計委託料が

計上されているが、建て替えとなった場合に

は、地元負担は発生するのか。 

④ 令和６年９月定例会で、食品ロスの項目で、防災

備品の賞味期限が迫ったアルファ米やレトルトパ

ウチなどの活用方法について、運用マニュアルに

は特に規定はないとの回答だったが、米が高騰し

ている昨今では、場当たり的な対応ではなく、あ

らかじめ検討した内容に基づいて対応していくこ

とが重要であると思うがどうか。 

 

 

 



令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月４日（水）９時３０分～ 

     質問順２番    佐伯 勝宣 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．下久原公民館「新

築」について 

本年度予算で下久原集会所新築工事基本設計委託

料 437 万円が計上された件。 

① 令和７年４月 13 日下久原区総会にてこの予算計

上に区民から異論が上がり、予算執行すべきでな

いという流れになっている。予算計上に至った経

緯と今後の予定は。 

② 水害発生時の避難場所の確保が、ここ 10 数年

来、下久原公民館移転の大きな課題であった。

「新築工事」では町はどのように考えているの

か。 

町  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

２．バイオ炭活用によ

る循環型農業の実

施について 

① 37 万円の予算（諸経費込 48 万円）の水田実証は

どこで行い、どのような目標値を置いているの

か。 

② 久山の農産物、米の「ブランド化」とは、山梨県

が取り組んでいる「４パーミル・イニシアチブ」

と同じものであるのか。「ブランド化」という内

容・詳細が伝わってきていないがどう考えている

か。 

③ 令和７年３月定例会で食農教育について質問した

際、徳島県神山町の例をあげたところ、町長は、

同町とは農業規模が違う旨答弁している。その状

況で、久山町ではどのように循環し、収益をあげ

ていく考えなのか。 

④ 「バイオ炭」は環境ビジネスと直結する要素があ

るとみる。今後農業だけでなく、町に環境ビジ

ネスの会社を入れる構想などはあるのか。 

町  長 

経営デザイン課長 

３．「地域猫」対策につ

いて 

地域住民の合意のもと、不妊去勢手術等で地域住

民が協力し、猫による環境被害を軽減し、将来的に

飼い主のいない猫を減らすことを目指す「地域猫活

動」について、糟屋エリアでも取り組みを始めてい

る自治体があり、久山町は本年度、不妊去勢手術費

の予算を計上しており、ようやく入口に立ったよう

な印象がある。今後、行政区も入れて、地域で「地

域猫活動」を進めていく考えはないか。 

町民生活課長 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月４日（水）９時３０分～ 

     質問順３番    久芳 正司 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．小中学校のトイレ

設置について 

令和５年３月定例会一般質問において、久山町立小

中学校３校の便座の全てを温かい便座にするべきとの

提案を行った。その後の答弁として令和５年度には山

田小学校を施工、令和６年度には久原小学校、令和７

年度には久山中学校を完了するとのことであったが現

況は。 

教 育 長 

２．歩道拡幅について 県道福岡直方線に係る歩道拡幅についての進捗状況

は。 

都市整備課長 

３．農地保全について 農地保全の主たるものは米作であり、久山町が向か

う方向としては山と緑・農地を守ることであり、今が

その岐路にあることや町としての支援が必要であるこ

とを令和６年６月定例会において町長が答弁された。

その考えは今も変わりないか。 

また、令和６年９月定例会においてはブランド米づ

くりのために大学関係・企業関係と議論を進めてい

る、町の農業委員とも意見交換会を行ったとの報告で

あった。その後一年近く経った今日の状況は。 

令和７年３月定例会では久山町の方針は農地面積

101ha を保全したい、保冷庫・精米機は将来的に保有す

る考えがある、企業と連携し事業化したいとの答弁が

あったが、今後の見通しについては。 

町  長 

 

 

 



令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月４日（水）９時３０分～ 

     質問順４番    阿部  哲 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．発達障害の早期発

見への５歳児健診に

ついて 

① 政府は発育や健康状態を確認する乳幼児健診を巡 

り、発達障害の早期発見に有効として「５歳児健診」

の普及に向け、2025 年度から自治体に対する補助

を引き上げる等の支援を強化しているが、久山町の

対応は。 

② 小学校入学の半年前頃に行われる「就学時健診」は

自治体の義務としているのに対して、１年以上前に

想定される「５歳児健診」は任意で、23 年度に行っ

た自治体は 14％にとどまったが、内容の違い、関係

する主管課、実施する場合の必要経費は。 

③ 久山町においては、これまで健診事業の中に検討

されなかったのか。また、糟屋地区内の状況は。 

町  長 

健康課長 

２．町内の可燃物回収

かごの改修・改善お

よび集積位置の改善

について 

① 町内の生活環境整備として、可燃物ごみが定期的に

集積位置の回収かごに集められ処理されている。し

かし、この回収かごについて、当初のものはふたが

鉄筋で非常に重く、新しいものはアルミで軽くスマ

ートで、新しい住宅団地は横開きのものもある。町

全体の状況を把握されているのか、また、改善・改

修計画は。 

② 回収かごの集積位置については、場所が非常に遠

い所や坂道の所も見られる。高齢者にとっては、

非常につらいと思うが、再度町内の現状を把握す

べきでは。 

町  長 

 

３．草場地区内の空き

家対策による住環境

整備について 

① 草場地区内の空き家対策を昨年から質問してきた

が、現在数戸の建て替え・改築が進み、取り壊しも

行われている。しかし１組２組５組においての空き

家状態について、建物は朽ち、雑草が繫茂している

状況のままだが、調査、注意勧告はなされたのか。 

② 空家等対策特別措置法に基づく所定の手続きを行

い、固定資産税（土地）の住宅用地特例の対象から

の除外を行う等、何らかの対策は検討できないの

か。 

③ 石炭ボタでの擁壁工の現状を把握し、擁壁の補強

等で開発や改築が進むよう県と協議できないか。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 
 



令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月５日（木）９時３０分～ 

     質問順５番    本田  光 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．平和問題について 今年は戦後・被爆８０年。日本国憲法は１９４７年

５月３日の施行から７８年を迎えた。 

戦後 80 年。世界各国で戦死者を出すなかで、自衛隊

は一人の戦死者も出していない。その誇るべき事項を

生み出したのは、日本国憲法第９条があるからだと確

信している。 

1945 年（昭和 20 年）８月６日広島へ、８月９日長

崎へ原子爆弾が投下された。久山町議会は 2020 年（令

和２年）12 月議会で「日本政府に核兵器禁止条約の参

加・調印・批准を求める意見書の提出に関する請願」

を可決し、意見書を提出した。 

町長はこれまでの議会で、恒久平和構築は続けるべ

きであると述べられてきた。日本国憲法第９条と日本

原水爆被害者団体協議会（日本被団協）のノーベル平

和賞受賞について町長の所見を伺いたい。 

町  長 

 

２．久山中学校の完全

給食導入について 

① ランチサービス（弁当給食）開始から６年しか経過

していないと言われているが、久山中学校全生徒数

（１年生、２年生、３年生）、そのうちのランチ注文

者数、また、教職員数、そのうちのランチ注文者数に

ついて尋ねる。 

② ランチサービスのメリット、デメリットについて尋

ねる。 

③ 久山中学校の完全給食導入になぜ踏み切れないの

か。その最大の理由は何なのか。 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

町  長 

教 育 長 

３．久山町総合運動公

園スポーツゾーン内

のサッカー場・野球

場計画と総合運動公

園のＢ・Ｃグラウン

ドについてどのよう

な検証をされてきた

のか 

久山町総合運動公園スポーツゾーン内のサッカー

場・野球場は断念をと再三質問してきた。令和７年３

月定例会で町長は「民間が参入しやすい形も含めて検

討していく」との答弁をされたが、その後どのような

検証をされてきたのか尋ねる。 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月５日（木）９時３０分～ 

     質問順６番    末松  裕 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．第３期久山町まち・

ひと・しごと創生人

口ビジョン総合戦略

について 

町長が２期目の町政を担うにあたり、その指針となる

「第３期久山町まち・ひと・しごと創生ビジョン総合戦

略」について尋ねる。 

戦略の中の「社会動向や町民ニーズに対応できる行政

運営」に３つの施策があり、その中には「組織内の活性

化」「職員の仕事への活力を向上させる」「町民の声を反

映」「総合窓口の導入」との記載がある。 

① 「組織内の活性化」「職員の仕事への活力を向上させ

る」の達成には、職員の職場環境の向上が不可欠と

考える。そこで、職員の時間外勤務について、全体と

して時間外勤務は増えているのか、また、時間外勤

務が多い課はどこか尋ねる。 

② 現在の一般職（管理職、非管理職別）・再任用・会計

年度任用職員毎の人数は。 

③ 今年度の新規職員採用において、何を採用の基準と

したのか。また、受験者数、合格者数、採用人数は。 

④ 職員の働きやすい職場環境を実現する手段の一つと

して、デジタル技術（DX）の活用が考えられるが、本

町においてはそのような観点からの方針や具体的な

取り組みの計画があるのか。 

⑤ 「町民の声を反映」するための取り組みとして、今

年度も「まちづくり懇談会」が開催されるが、各行政

区毎の開催から、一同に会しての開催に変更した理

由は。 

⑥ 「総合窓口の導入」について、現在の窓口体制との

違いや課題認識を含め、どのような形態や機能を備

えたものを想定しているのか、また導入時期やスケ

ジュールの見通しについても尋ねる。 

 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

総務課長 

 

町  長 

 

町  長 

 

 

 

町  長 

 

 

 

町  長 

２．子ども会育成会の

町としての捉え方は 

久山町の「子ども会育成会」は、地域の子どもたちの

健全な成長、地域社会とのつながりを促進する活動組織

として「久山町子ども会育成会連絡協議会」を立ち上げ

ているが、現状各地域においては会員数の低下、役員の

成り手不足等が問題になっているところもあると聞い

ている。これからの育成会運営自体を町としてはどのよ

うに考えているのかを問う。 

① 本年度の行政区別の育成会加入人数とその推移は。 

② 近隣他町の子ども会の現状や加入者数の推移、今後

の運営方針等について、どのような状況か把握され

ているか尋ねる。                                           

③ 令和７年３月定例会における町長の冒頭挨拶の中

で、「子ども会育成会を対象とした新たな補助制度を

新設する」とあったが、その具体的な内容や目的に

ついて尋ねる。 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

教 育 長 

 

 

町  長 

 

 

 



令和７年第３回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
  令和７年６月５日（木）９時３０分～ 

     質問順６番    末松  裕 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

④ 会員数の減少や役員の成り手不足といった課題があ

る中で、子ども会育成会の役割や運営体制の見直し

も含め、今後の育成会の在り方について教育委員会

としてどのように考えているのか尋ねる。 

教 育 長 

 


